
こ
れ
が

駅
前
広
場
の

完
成
予
想
図

人吉駅前広場をリニューアル！
―人吉駅前広場整備事業―

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
運
行
開
始
や

平
成
23
年
春
の
九
州
新
幹
線

鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開

業
。
こ
の
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
す
た
め
に
人
吉

市
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
観

光
を
目
的
と
す
る
来
訪
者
の

方
に
旅
の
情
緒
や
風
情
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
人

吉
駅
前
を
人
吉
球
磨
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
的

で
個
性
的
な
空
間
に
す
る
た

め
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
整

備
の
方
針
は
、
地
域
性
豊
か

で
魅
力
あ
ふ
れ
る
駅
と
な
る

よ
う
景
観
に
配
慮
し
、
交
通

や
情
報
の
拠
点
性
を
高
め
る

駅
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
速
道
路
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
バ
ス
停
も
人

吉
の
玄
関
の
一
つ
と
考
え
、

今
後
整
備
の
た
め
の
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
工
事
は
、
12
月
か
ら
着
手

し
、
来
年
３
月
末
完
了
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
、
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
々

や
駅
周
辺
の
住
民
の
方
々
に

は
な
に
か
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

駅前のロータリーから、人吉駅前ふれあい広場駐車場までの区間
整備面積＝ 13,400㎡　JR所有地＝ 3,200㎡

市 有 地 ＝ 10,200㎡
総事業費＝約３億円［平成 21年度国土交通省の交付金事業

（地域活力基盤創造交付金事業）］

カ
ラ
ク
リ
時
計
を
移
転

　

駅
の
改
札
口
を
出
た
所
に
広
場

を
設
け
、
こ
の
広
場
に
カ
ラ
ク
リ

時
計
を
移
転
し
、
四
方
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
カ
ラ
ク
リ
時
計
を
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
以
前
か

ら
、
カ
ラ
ク
リ
時
計
を
見
る
に
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
横
断
歩
道
を
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
カ
ラ

ク
リ
時
計
の
南
側
が
車
道
に
隣
接

し
て
い
て
、
危
険
で
あ
る
な
ど
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
点
を

考
慮
し
、
見
物
者
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
と
車
を

分
け
る
こ
と
で
、
今
後
は
ゆ
っ
く
り

と
安
心
し
て
カ
ラ
ク
リ
時
計
を
見

物
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

カ
ラ
ク
リ
時
計
広
場
の
面
積
は
約

９
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
広
場
に

し
ま
す
。

駅
前
は
和
風
庭
園
風
に

　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
出
口
側
は
現
在

Ｔ
字
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
計
画
で
は
出
口
側
は
十
字
路

交
差
点
と
な
り
ま
す
。
現
在
ロ
ー

タ
リ
ー
は
一
方
通
行
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
整
備
後
も
ロ
ー
タ
リ
ー

は
一
方
通
行
と
な
り
ま
す
の
で
、

県
道
人
吉
停
車
場
線
（
青
井
阿
蘇

神
社
側
）
の
方
向
か
ら
の
進
入
は

禁
止
に
な
り
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
部
に
は
、
身
障
者

用
乗
降
場
・
一
般
用
乗
降
場
・
タ

ク
シ
ー
乗
降
場
・
乗
り
合
い
バ
ス

乗
降
場
・
観
光
バ
ス
乗
降
場
を
設

置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
吉
駅
弁
、
日
本
旅
行

前
に
も
顧
客
の
利
便
性
を
確
保
す

る
た
め
の
駐
車
場
を
設
け
ま
す
。

　

現
在
の
駐
車
場
は
面
積
約

８
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
シ
ン
ボ

ル
緑
地
に
な
り
ま
す
。
和
風
庭
園

風
に
整
備
し
、
花
木
な
ど
や
紅
葉

樹
を
植
栽
し
て
四
季
感
を
持
た
せ

人
吉
城
址
の
風
情
が
た
だ
よ
う
環

境
を
つ
く
り
ま
す
。

回
廊
と
大
型
駐
車
場

　

駅
前
広
場
の
整
備
は
、
相
良

７
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
人
吉
の

玄
関
口
と
し
て
、
旅
情
や
風
情
を
感

じ
さ
せ
る
、
落
ち
着
い
た
「
和
」
の

雰
囲
気
の
駅
と
な
る
よ
う
に
木
造
の

建
物
を
基
本
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
の
日
で
も
傘
を
さ
さ

ず
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
、
駐
車

場
・
駐
輪
場
か
ら
駅
舎
ま
で
を
結

ぶ
屋
根
付
き
通
路
（
回
廊
）
を
設

置
し
ま
す
。
駐
輪
場
は
現
在
地
か

ら
撤
去
し
、
１
０
０
台
駐
輪
で
き

る
木
造
瓦
葺
き
に
建
て
替
え
ま

す
。
バ
ラ
園
横
に
あ
る
既
設
の
ト

イ
レ
は
、
駅
舎
と
同
じ
く
外
壁
に

連
子
格
子
を
ほ
ど
こ
し
、
多
目
的

ト
イ
レ
に
造
り
替
え
ま
す
。

　

現
在
の
駅
舎
前
の
駐
車
場
と
ふ

れ
あ
い
広
場
の
駐
車
場
を
一
体
化

し
て
整
備
し
、
大
型
バ
ス
５
台
、

身
障
者
駐
車
場
２
台
を
含
め
て
95

台
収
容
で
き
る
駐
車
場
を
つ
く
り

ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
は
今
ま
で

ど
お
り
有
料
と
な
り
ま
す
。。

　

広
場
西
側
に
は
人
吉
機
関
庫

（
全
国
唯
一
と
さ
れ
る
石
造
鉄
道

車
庫
。
明
治
期
の
建
造
で
球
磨

地
方
最
大
の
石
造
建
築
）
と
Ｓ
Ｌ

が
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
る
よ
う
約

７
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
多
目
的

広
場
を
整
備
し
ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
人
吉
駅

前
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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秋 のイベント
　読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋・・・。秋はいろ
いろなことを楽しめる季節です。
　市内でも、10月後半から11月にかけていろいろなイ
ベントが開催されました。

秋食欲の

ひとよし産業祭 ふるさと歴史の広場
11/７（土）〜８（日）

秋音楽の

秋芸術の

人吉文化祭

犬童球渓顕彰音楽祭

カルチャーパレス
10/31（土）〜11/１（日）

カルチャーパレス
11/13（金）〜１5（日）

◆晴天にも恵まれ、２日間とも大勢の人出でにぎわい、
食べ物、園芸、工芸、ステージなどを楽しみました。

◆犬童球渓先生が生誕されて130年目の節目の音楽
祭。郡市内の小中高校から約2,000人が出場。

◆美術、文芸、演劇などを展示やステージで披露。体
験教室も人気がありました。

▲ねぶか太鼓が祭りを盛り上げる。 ▲人気の小樽物産展 ▲恒例バナナのたたき売り

▲ステージで三味線を披露。

▲展示された盆栽に見入る来場者。

▲三味線や生け花を体験。

▲熊本ミュージックアーティストによる弦楽演奏とバレエの共演。

▲郡市内のALT（外国語指導助手）も参加。 ▲目にもとまらぬバチさばきを披露。

▲農産物品評会



人吉市の財政状況は…。
平成20 年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
が
健
全
で
あ
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
モ
ノ
サ

シ
」
と
し
て
、
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
比
率
を
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
例
え
る
と
、
家
計
を
や

り
く
り
を
し
て
い
く
上
で
の
日
々

の
生
活
の
収
入
と
支
出
の
状
況

や
、
現
在
の
借
金
と
貯
金
の
バ
ラ

ン
ス
を
比
率
化
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
は
、「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
昨
年
度
の
決

算
か
ら
監
査
委
員
の
審
査
を
経

て
、
議
会
へ
の
報
告
と
市
民
の
皆

さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
人
吉
市
の
平
成
20
年
度

の
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足

比
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、
地
方
自

治
体
の
財
政
状
況
が
ど
の
水
準
に

あ
る
か
を
示
す
も
の
で
、「
実
質

赤
字
比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将
来

負
担
比
率
」の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
値
が
、
国
が
定
め
た

〝
黄
信
号
〟（
早
期
健
全
化
基
準
）

や
〝
赤
信
号
〟（
財
政
再
生
基
準
）

の
数
値
を
上
回
る
と
、「
財
政
状

況
が
健
全
で
は
な
い
」
と
判
断
さ

★
各
比
率
や
用
語
の
詳
し
い

解
説
は
・
・
・

市
財
政
課
財
政
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

人吉市の健全化判断比率

区　　分
H19 年度

健全化
判断比率

H20 年度
健全化

判断比率

前年度との
比較

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 − − − 13.56 20.00
連結実質赤字比率 − − − 18.56 40.00
実質公債費比率 11.4 12.0 0.6 25.0 35.0
将来負担比率 89.7 88.4 △ 1.3 350.0

人吉市の資金不足比率
会　　計　　名 比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 −

20.0
公共下水道事業特別会計 −

梢山工業団地
造成事業特別会計 −

国民宿舎特別会計 −

（単位：％）

（単位：％）

れ
ま
す
。
で
は
、
簡
単
に
各
指
標

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
実
質
赤
字
比
率
」・「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」
は
地
方
公
共
団
体

の
一
般
会
計
な
ど
、
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
全
体
の
実
質
的
な
赤
字

が
ど
れ
だ
け
深
刻
か
を
表
す
も
の

で
す
。
本
市
に
は
赤
字
額
が
な
い

た
め
、
こ
の
２
つ
の
比
率
に
つ
い

て
は
「
－
」
表
示
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
地
方

公
共
団
体
の
借
金
な
ど
の
支
出
が

財
政
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い

か
を
表
す
も
の
で
す
。
人
吉
市
は

12
・
0
％
で
昨
年
度
よ
り
0.6
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
黄
信
号
で
あ
る

早
期
健
全
化
基
準
よ
り
も
低
い
数

値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
将
来
負
担
比
率
」
は
地
方
公

共
団
体
が
将
来
負
担
す
る
負
債
が

財
政
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い

か
を
表
す
も
の
で
す
。
人
吉
市
は

88
・
4
％
で
昨
年
度
よ
り
1.3
減
少

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
も
黄
信
号

は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率

　

資
金
不
足
比
率
は
、
地
方
公
共

団
体
の
公
営
企
業
（
上
下
水
道
事

業
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
企
業
と

し
て
経
営
す
る
事
業
）
特
別
会
計

の
資
金
が
ど
れ
だ
け
不
足
し
て
い

る
か
を
示
す
比
率
で
す
。
こ
の
比

率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
公
営

企
業
の
経
営
状
態
に
問
題
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
吉
市
に
は

４
つ
の
公
営
企
業
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
特
別
会
計

に
は
資
金
不
足
額
が
な
い
た
め
、

資
金
不
足
比
率
は
「
－
」
表
示
に

な
り
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
は

　

人
吉
市
の
財
政
状
況
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
健
全
化
判
断
比

率
・
資
金
不
足
比
率
と
も
に
、「
黄

信
号
」
で
あ
る
早
期
健
全
化
基
準

等
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
健
全

な
状
態
で
す
。
今
後
も
財
政
状
況

が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「税を考える週間」作品入賞者紹介
　11月 11 から 17日は、全国一斉の「税を考える週間」でした。これにちなんで、小・中学生、高校生から応募があっ
た税に関する作品のうち優秀作品について表彰がありました。
　その中で、熊本県知事賞を受賞された第一中学校 3年生の井

い で

手香
か な み

菜美さんの作文と市内小・中学生の入賞者氏名
をご紹介します。

　

現
在
、
日
本
は
過
去
最
悪
と
も
言
わ

れ
る
不
況
に
陥
っ
て
い
る
。こ
の
不
況
で
、

失
業
者
が
増
え
、
新
規
雇
用
も
減
る
な

ど
し
、
多
く
の
日
本
国
民
に
多
大
な
る

影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
一
九
二
九
年
ア
メ
リ
カ
を
筆
頭
に
世

界
的
大
不
況
「
世
界
恐
慌
」
が
始
ま
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
失
業
者
が
増
え
、

町
に
は
仕
事
が
な
い
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
ん
な
中
、
各

国
で
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
凝
ら
し
た

政
策
を
し
、
国
を
立
て
直
す
こ
と
に
成

功
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
元
大
統
領
は
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
」で
、積
極
的
に
公
共
事
業
を
お
こ
し
、

そ
の
大
不
況
か
ら
脱
出
し
た
の
だ
。

　

ま
さ
に
今
の
日
本
も
同
じ
よ
う
な

窮
地
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
失
業
者
が
増
え
る
と
犯
罪

も
多
く
な
り
、
治
安
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
い
悪
循
環
を
お
こ
す
。
私
は
、
社
会

科
の
授
業
を
通
し
て
、
過
去
か
ら
現

在
ま
で
の
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ

こ
で
思
っ
た
こ
と
は
、
税
金
で
こ
の
不

況
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
だ
。
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
、
国
が
積
極
的
に
公
共
事
業

を
お
こ
す
の
だ
。
し
か
し
、
公
共
事
業

と
言
っ
て
も
道
路
の
建
設
な
ど
で
は
な

く
、
荒
れ
て
し
ま
っ
た
山
の
樹
木
の
間

伐
や
、
町
に
木
を
植
え
る
な
ど
の
環
境

を
意
識
し
た
事
業
を
取
り
入
れ
る
の
だ
。

そ
う
す
る
こ
と
で
雇
用
も
増
え
、
安
定

し
た
暮
ら
し
を
国
民
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

　

と
い
う
こ
と
が
、
私
が
、
九
年
間
の

義
務
教
育
の
中
で
学
ん
だ
事
を
も
と
に

考
え
た
今
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
税
金
の

使
い
方
だ
。
日
本
に
税
の
制
度
が
な
く
、

勉
強
で
き
る
環
境
に
な
か
っ
た
ら
、
私

は
過
去
の
歴
史
を
知
る
事
も
な
く
、
今

の
不
況
に
対
し
て
も
何
の
手
立
て
を
考

え
る
事
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

来
春
、
義
務
教
育
を
終
え
た
私
は
ど

こ
か
の
高
校
の
制
服
を
着
て
い
る
と
思

う
。
そ
し
て
、
い
つ
か
は
就
職
し
て
そ
の

お
給
料
か
ら
納
税
す
る
。
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
き
て
か
ら
、
死
ん
で
ゆ
く
ま
で
に

人
は
ど
れ
だ
け
の
税
金
の
恩
恵
を
受
け

て
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て

恩
恵
を
受
け
て
き
た
分
の
納
税
を
自
分

は
、
は
た
し
て
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

税
金
の
恩
恵
を
受
け
て
こ
の
国
に
育
て

て
も
ら
い
、
教
育
を
受
け
た
私
は
、
そ

う
い
う
事
も
考
え
ら
れ
る
中
学
三
年
生

に
な
っ
た
。
私
は
、
恩
恵
を
受
け
た
分
、

感
謝
し
て
納
税
を
す
る
こ
と
を
目
標
に

働
く
。
そ
の
た
め
に
、
や
は
り
前
述
し

た
よ
う
に
働
く
場
が
ほ
し
い
と
思
う
。

税
金
を
雇
用
対
策
や
公
共
事
業
に
使

い
、
国
民
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
け
る

場
が
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
国
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
日
本
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
思
う
。
教
育
、
勤
労
、
納
税
と

い
う
憲
法
で
う
た
わ
れ
て
い
る
国
民
の
義

務
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
た
め
に
。

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
（
市
内
小
中
学
生
の
み
）

今
の
日
本
に
思
う
事
～
十
五
歳
の
中
学
生
か
ら
～

第
一
中
学
校
三
年　
井
手 

香
菜
美　

【
小
学
生
の
部
「
習
字
」】

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

金
賞　
中
原
小
６
年　

上か
み
か
わ川
桂か

な

え
南
恵

　
　
　

東　

小
５
年　

上
原
ち
ほ

　
　
　

大
畑
小
２
年　
ふ
じ
田
と
う
ま

銀
賞　
東　

小
６
年　

永
里
賢け
ん
し識

　
　
　

西　

小
５
年　

迫
田
理り

え恵

　
　
　

中
原
小
３
年　
と
り
ご
え
天ひ
ろ
と斗

　
　
　

東　

小
２
年　
は
し
づ
め
り
さ

　
　
　

東　

小
６
年　

木
戸
な
つ
か

　
　
　

中
原
小
２
年　
つ
げ
口
こ
と
ね

人
吉
税
務
署
長
賞

金
賞　
西
瀬
小
４
年　

上
蔀
咲さ
あ
や彩

銀
賞　
西
瀬
小
４
年　
あ
つ
地
ゆ
う
み

　
　
　

大
畑
小
６
年　

杉
本
慧け
い
な和

人
吉
市
長
賞

　
　
　
西
瀬
小
１
年　
ふ
く
し
ま
ゆ
う
き

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

金
賞　
中
原
小
６
年　

平
田
珠じ
ゅ
り
ん凛

銀
賞　
東　

小
５
年　

濱
田
結ゆ

い衣

　
　
　

東　

小
１
年　

ま
る
お
あ
ゆ
む

　
　
　

西
瀬
小
５
年　

大
迫
泰た
い
し志

　
　
　

東
間
小
６
年　
石
藏
武た
け
し士

団
体
長
連
絡
協
議
会
長
賞

金
賞　

東　

小
４
年　

平
山
ゆ
い

　
　
　

東　

小
２
年　
さ
わ
田
し
お
ん

銀
賞　

中
原
小
１
年　
と
り
ご
え
ひ
ろ
た
か

　
　
　

東
間
小
４
年　

鬼
塚
ひ
な
の

　
　
　

東
間
小
１
年　

大
か
き
あ
か
り

球
磨
地
域
振
興
局
長
賞

　
　
　

中
原
小
４
年　

寺て
ら
ば
る
さ
と
の

原
仁
野

【
中
学
生
の
部
「
作
文
」】

熊
本
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
　

人
吉
一
中
３
年　
天あ
も
う
ひ
ろ
こ

羽
裕
子

人
吉
税
務
署
長
賞

　
　
　

人
吉
一
中
２
年　

吉
田
佳か

な奈

人
吉
球
磨
地
区

　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
　

人
吉
三
中
１
年　

上
村
友ゆ

か

こ
佳
子

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
　
　

人
吉
三
中
３
年　

山
口
愛あ
い
か可

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
　
　

人
吉
一
中
２
年　

木
下
絵え

り莉

熊本県知事賞
人吉一中 3 年　井手 香菜美

『去年は、「勤労・教育・
納税のサイクル」につ
いての作文を書いたの
で、今年は一歩踏み込
んでその「サイクル」
をどうやって回してい
くかを書いた。まさか
受賞できるとは思わな
かったのでうれしい』
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人吉市の財政状況



市役所

西瀬小

人吉高

第三中

東間小

第二中
球磨工高

相良村役場

西人吉

人吉

相
良
藩
願
成
寺

人吉警察署

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド

至
伊
佐
↓

至
え
び
の
↓

←至八代

↑
至
八
代

第一中

人吉警察署
山浦交通課長

種 目　★２km の部　［親子（小学１〜３年生）／小学生女子（小学４〜６年生）］
コース：人吉税務署〜人吉郵便局（上青井町）折り返し〜ふるさと歴史の広場

★３km の部　［小学生男子（小学４〜６年生）／中学生・高校生女子／
 一般男子・女子（18 〜 39 歳以下）（40 歳以上）］
コース：人吉保健所〜宮原建設前（下青井町）〜ふるさと歴史の広場

★５km の部　［中学生男子／一般男子（18 〜 39 歳以下）（40 〜 59 歳以下）（60 歳以上）／
 一般女子（18 〜 39 歳以下）（40 〜 49 歳以下）（50 歳以上）］
コース：人吉保健所〜国民宿舎前（相良町）〜ふるさと歴史の広場

★10km の部　［高校生男子／一般男子（18 〜 39 歳以下）（40 〜 59 歳以下）（60 歳以上）／
 一般女子（18 〜 39 歳以下）（40 〜 49 歳以下）（50 歳以上）］
コース：人吉税務署〜上戸越バス停先折り返し〜ふるさと歴史の広場

★ハーフの部　［一般男子（18 〜 39 歳以下）（40 〜 49 歳以下）（50 〜 59 歳以下）（60 歳以上）／
 一般女子（18 〜 39 歳以下）（40 〜 49 歳以下）（50 歳以上）］
コース：人吉税務署〜上戸越町〜紅取橋右岸折り返し〜ふるさと歴史の広場

参 加 料　親子の部（２人）：2,000 円（１人追加につきプラス 500 円）
　　　　　小学生：1,000 円、中学・高校生：1,500 円、一般：3,000 円
表 彰　各部門：１〜３位（ハーフの部のみ６位まで）
　　　　　特別賞：最高年齢賞、遠来賞、姉妹都市賞
　　　　　参加賞：特製オリジナルバスタオル（親子の部は１枚のみ）、温泉入浴券、食事券
申込締切　平成 22 年１月 15 日（金）
そのほか　◎お楽しみ抽選会は事前抽選を行い、スタート後当選番号を張り出します。
　　　　　◎参加者全員に温かい “ つぼん汁・赤飯・ぜんざい ” を配布します。
問 合 せ　市社会教育課内　ひとよし春風マラソン大会事務局

―
年
末
年
始
に
む
け
て
交
通

安
全
に
つ
い
て
市
民
の
方
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

年
末
年
始
を
控
え
、
交
通

事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
車
を
運
転
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
安
全
運
転
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。
歩
行
者
の
皆
さ
ん

も
、
夜
間
外
出
す
る
時
は
、

明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
活

用
し
、
自
分
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で

す
。
運
転
手
は
も
と
よ
り
、

家
族
、
同
僚
が
注
意
し
、
絶

対
に
飲
酒
運
転
を「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」「
見
逃
さ
な
い
」

こ
と
で
、
悲
惨
な
事
故
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
高
齢
者
と
子
ど
も
に
や

さ
し
い
、
安
全
・
安
心
な
人

吉
」
を
目
指
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

開会式：２月 20 日（土） 午後４時 （人吉一中体育館）
受　付：20 日（土） 午後 1 時〜５時（人吉一中体育館）
　　　　21 日（日） 午前 7 時 30 分〜 9 時（ふるさと歴史の広場）

湯田 友美選手 稲富 友香選手

2010. ２.21（日）会場：ふるさと歴史の広場

　

例
年
、
こ
れ
か
ら
の
年
末
年
始
に

か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
す
る
季
節

に
な
り
ま
す
。
市
内
で
も
市
外
か
ら

の
車
が
増
え
る
年
末
年
始
な
ど
の
長

期
連
休
に
交
通
事
故
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
日
暮
れ
が
早
く
な
り
霧
の
発

生
も
増
え
、
危
険
で
す
。
そ
ん
な
中
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
人
吉
地
区

交
通
安
全
協
会
と
人
吉
警
察
署
が
九

州
内
で
も
こ
こ
だ
け
の
面
白
い
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
名
も「
反

射
材
実
験
ロ
ー
ド
」。
い
っ
た
い
ど
ん

な
取
り
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
？
人

吉
警
察
署
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
過
ぎ
こ
ろ
か
ら
、
市
内

の
道
路
脇
に
反
射
材
を
使
用
し
た
服

や
タ
ス
キ
を
身
に
つ
け
た
人
形
が
立
っ

て
い
る
の
を
目
撃
さ
れ
た
方
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
人
吉
警
察

署
の
よ
び
か
け
で
行
わ
れ
た
「
反
射

材
実
験
ロ
ー
ド
」
の
取
り
組
み
で
す
。

　
「
反
射
材
実
験
ロ
ー
ド
」
は
、
歩

行
者
の
反
射
材
の
使
用
促
進
と
運
転

者
の
ラ
イ
ト
早
め
点
灯
の
励
行
を
目

的
と
し
て
人
吉
地
区
交
通
安
全
協
会

と
人
吉
警
察
署
が
独
自
に
展
開
し
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
九
州
内
で
は
初
め
て
の
試
み
。

　
「
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
歩

行
者
の
立
場
と
し
て
反
射
材
を
着
け

た
場
合
に
、
自
分
は
車
か
ら
ど
の
よ

う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

ほ
し
い
」
と
人
吉
警
察
署
の
山
浦
交

反射材実験ロード地図

①下原田町（農免道路）
②鬼木町（フルーティーロード）
③七地町
④上田代町

人吉警察署に聞きました

▲「反射材実験ロード」③七地
町・高速道路下付近道路（夜間）
の様子。

通
課
長
。

　

市
内
に
は
４
か
所
（
人
吉
警
察
署

管
内
で
は
10
か
所
）
の
「
反
射
材
実

験
ロ
ー
ド
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
に
自
動
車
で
通
る
際
に
は
、
人

形
が
着
用
し
て
い
る
服
の
色
に
よ
る

見
え
か
た
の
違
い
や
反
射
材
の
見
え

方
、
視
認
で
き
る
距
離
を
確
認
し
家

族
や
高
齢
者
へ
の
反
射
材
の
普
及
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
の
ま
ち
、
人
吉
市
。
清

流
球
磨
川
と
人
吉
盆
地
の
山
々
か

ら
な
る
山
紫
水
明
の
大
自
然
。
そ

し
て
歴
史
と
文
化
を
背
景
に
伝

統
あ
る
街
並
み
や
そ
こ
に
住
む

人
々
。
や
さ
し
い
風
、
光
、
そ
し

て
笑
顔
。
そ
の
全
て
が
癒
し
の
世

界
。
そ
ん
な
わ
が
ま
ち
人
吉
を
、

世
界
で
一
番
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

第
７
回
は
、「
食
」
と
「
農
」

の
元
気
応
援
団
、
Ｊ
Ａ
く
ま
女
性

部
人
吉
支
部
の
皆
さ
ん
で
す
。
現

在
部
員
は
、
２
１
０
人
。
30
歳
代

か
ら
80
歳
代
の
「
か
あ
ち
ゃ
ん
」

た
ち
が
、
明
る
く
心
豊
か
に
い
き

い
き
と
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
お
と
う
ち
ゃ
ん
た

ち
を
横
目
に
元
気
一
杯
の
女
性
た

ち
の
活
躍
が
人
吉
の
農
業
を
支
え

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
会
は
、昭
和
29
年
に
創
立
。

当
時
は
、「
農
協
婦
人
部
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
農
業
を
し
な

が
ら
各
地
区
町
内
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
活
動
を
は
じ
め
、
こ
の
会
で
の

「
生
花
」「
茶
道
」「
健
康
料
理
」「
手

踊
り
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動
も

盛
ん
。
と
く
に「
手
踊
り
」グ
ル
ー

プ
は
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

訪
問
や
高
齢
者
向
け
の
デ
イ
サ
ロ

ン
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
中
で

す
。

　

そ
し
て
Ｊ
Ａ
女
性
部
と
い
え

ば
、「
Ｊ
Ａ
マ
マ
の
手
づ
く
り
味

噌
」
と
「
米
粉
パ
ン
」
が
お
な
じ

み
で
す
。
無
添
加
で
と
っ
て
も
お

い
し
い
手
づ
く
り
味
噌
と
米
の
粉

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
使
っ
て
焼

き
上
げ
た
存
在
感
十
分
の
パ
ン
。

そ
の
パ
ン
を
作
る
「
工
房　

こ

め
っ
こ
」
は
、
三
周
年
を
迎
え
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
は
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
活
動
を
形
に
し
よ
う

と
、
青
井
と
き
め
き
通
り
に
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
直
売
所
「
か
あ
ち
ゃ
ん

の
手
塩
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

店
内
で
は
、
味
噌
や
米
粉
パ
ン
に

加
え
、
手
作
り
弁
当
、
ま
ん
じ
ゅ

う
、
漬
け
物
な
ど
手
作
り
の
物
ば

か
り
を
販
売
。
ま
す
ま
す
「
か
あ

ち
ゃ
ん
」
た
ち
の
輝
き
が
増
し
ま

す
。会
長
の
新
村
千
代
子
さ
ん
は
、

「
夫
婦
仲
良
く
、
い
つ
も
朗
ら
か

に
、
元
気
で
い
き
い
き
と
過
ご
せ

る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
も
ま
す
ま

す
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ

れ
ま
し
た
。

ＪＡくま女性部人吉支部のみなさん
　　　　　　　（ひとよし産業祭で） 人吉が好き。人と人とのきずなを大切に

健康で笑顔で暮らせるまちづくりにはげむ
素敵な仲間がここにいる。

わが人
ま ち

吉の

　 ひ と よ し の 人　

道
路
の
愛
護
・
美
化
保
全
な
ど
に
尽
力

さ
れ
た
団
体
や
個
人
に
対
し
て
、（
社
）

日
本
道
路
協
会
が
表
彰
を
行
う
道
路
功
労
者

表
彰
。
平
成
21
年
度
の
表
彰
者
の
中
に
市
内

の
男
性
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
槻
木
孝
祥

さ
ん
で
す
。

　

槻
木
さ
ん
は
、
平
成
16
年
こ
ろ
か
ら
犬
の

散
歩
を
す
る
時
に
胸
川
沿
い
の
土
手
に
落
ち

て
い
る
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
槻
木
さ
ん
が
本
格
的
に
川

沿
い
の
草
刈
り
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

平
成
18
年
に
行
っ
た
町
内
で
の
一
斉
清
掃
。

槻
木
さ
ん
は
、
当
時
雑
草
で
生
い
茂
っ
て
い

る
川
沿
い
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
町
内
会
長

に
相
談
。
槻
木
さ
ん
が
住
む
東
間
上
町
８

班
の
30
人
以
上
で
、
川
沿
い
を
清
掃
し
ま
し

た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
土
手
を
見
た
槻
木
さ

ん
は
、「
こ
の
状
態
を
維
持
さ
せ
な
け
れ
ば
」

と
一
念
発
起
。
仕
事
を
終
え
た
午
後
５
時
す

ぎ
か
ら
急
な
斜
面
で
行
う
辛
い
体
勢
で
の
草

刈
り
作
業
を
、
草
木
が
伸
び
る
春
か
ら
夏
に

か
け
て
「
伸
び
た
ら
切
る
の
繰
り
返
し
」。

と
て
も
根
気
の
い
る
作
業
を
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
町
内
の
方
も
ほ
う
き
で

お
手
伝
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
感
想
を
「
私
に
は
も
っ
た
い

な
い
よ
う
な
賞
。
こ
の
賞
を
い
た
だ
い
た
の

は
町
内
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
自
分

た
ち
８
班
だ
け
で
な
く
、
川
向
い
の
７
班
の

み
な
さ
ん
も
い
つ
も
頑
張
っ
て
川
沿
い
を
き

れ
い
に
さ
れ
て
い
る
。
町
内
み
ん
な
の
賞
で

す
」
と
槻
木
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

だ
け
の
体
力
で
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
続

け
て
い
け
れ
ば
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

町内みんなでの受賞
槻木　孝祥 さん（東間上町）

＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

つきぎ　たかよし
昭和17年１月３日生まれ。Ｏ型。趣
味は園芸と健康や人間の体の仕組みに
について勉強すること。
　槻木さんが表彰を受けられたあと、
町内の人から「こぎゃん賞ばもらった
ら、もう草刈りはやめられんな」と激
励（？）の声をかけられたんだとか。

問合せ　ＪＡくま女性部人吉支部事務局（☎２８–３０６０）

かあちゃんの手塩の様子
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観音様をじゅぐり〜っと　じゅぐりっとマーチ ウォーキング大会

永年の努力と功績をたたえて
人吉市商工業優良従業員等表彰

霧降る里のひかり米
人吉産有機無農薬アイガモ米全国展開

人吉の大空高く、ひびけ若人のしらべ
出水中央高等学校吹奏楽部演奏会

人づくり・町づくりにスポーツの力は欠かせない
NPO法人人吉市体育協会60周年記念式典 　

人
吉
産
の
無
農
薬
ア
イ
ガ
モ
米
「
医
食
同
源
ひ
と
よ
し
米
」
が
「
霧
降
る
里
の
ひ

か
り
米
」
と
名
前
を
替
え
て
全
国
で
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
の
民
間
デ
ザ
イ
ン
会
社
「
フ
ー
デ
リ
コ
」
な
ど
に
よ
る
企
画
で
、
ひ
と
よ
し
米

３
合
を
「
文
学
全
集
」
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
ブ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
美
術
館
や
イ

ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
普
通
な
ら
米
を
販
売
し
な
い
よ
う
な
店
で
売
る
と
い
う
斬

新
な
売
り
込
み
方

法
。「
デ
ザ
イ
ン
で

見
た
目
を
良
く
し
、

手
に
取
ら
せ
、
食

べ
て
も
ら
う
。
気

に
入
っ
た
ら
、
次

は
生
産
地
に
直
接

注
文
し
て
も
ら
え

れ
ば
」。
新
規
販
売

ル
ー
ト
開
拓
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

11
月
21
日
に
人
吉
城
跡
ふ
る
さ
と
歴

史
の
広
場
で
出
水
中
央
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
会
が
あ
り
ま
し
た
。
同
校

は
、
全
国
高
等
学
校
吹
奏
楽
大
会
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
金
賞
受
賞
校
で
す
。
福
島
玲

士
教
諭
の
指
揮
の
も
と
、
お
な
じ
み
の

「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
や
「
ミ
ッ
キ
ー
」

な
ど
を
演
奏
。
来
場
し
た
約
１
０
０
人

の
観
客
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
三
年
生
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響

で
全
国
大
会
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
辛

い
思
い
と
、
人
吉
で
の
演
奏
会
が
最
後

に
な
る
と
あ
っ
て
、
一
段
と
素
晴
ら
し
い

演
奏
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
の
夜
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

の
演
奏
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

秋
の
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
「
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
マ
ー

チ
（
相
良
三
十
三
観
音
巡
り
）
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
が
、
11
月
22
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
時
折
、
小
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
２
８
３
人

が
晩
秋
の
人
吉
路
を
元
気
よ
く
歩
き
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
５
㎞
と
10
㎞
の
２
コ
ー
ス

に
分
け
て
行
わ
れ
、
５
㎞
コ
ー
ス
は
、

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
を
出
発
し
、
瀬

原
聖
観
音
、
観
音
寺
聖
観
音
、
清
水
千

手
観
音
の
３
観
音
を
め
ぐ
り
ゴ
ー
ル
。

10
㎞
コ
ー
ス
は
、こ
の
３
観
音
に
加
え
、

中
尾
千
手
観
音
、
矢
瀬
が
津
留
十
一
面

観
音
の
計
５
観
音
と
青
井
阿
蘇
神
社
な

ど
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

10
㎞
コ
ー
ス
で
は
、
５
㎞
地
点
過
ぎ

に
あ
る
中
尾
千
手
観
音
の
参
道
の
長
い

石
段
に
参
加
者
も
大
苦
戦
。
疲
れ
が
た

ま
っ
た
体
を
奮
い
立
た
せ
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
、
一
段
一
段
慎
重
に
歩
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
は
医
食
同
源
ひ
と
よ
し

米
と
あ
っ
た
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
は
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
㎞
コ
ー
ス
に
、
職
場
の
同
僚
と
お

孫
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
、
先
頭
集
団

で
ゴ
ー
ル
さ
れ
た
女
性
は
「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
観
音
巡
り
が
で
き
て
、
美
味
し

い
豚
汁
も
食
べ
れ
て
充
実
し
た
一
日
で

し
た
」
と
満
足
の
笑
顔
で
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
吉
市
体
育
協
会
設
立

60
周
年
記
念
式
典
が
、
11
月
８
日
鍋
屋

本
館
で
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
や

優
秀
者
17
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
関
係
者
約
90
人
が
出

席
。
高
見
信
義
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引

続
き
功
労
者
16
人
を
代
表
し
て
元
体
育

指
導
員
の
黒
木
典
夫
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
に
は
、

今
年
の
カ
ヌ
ー
競
技
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
総
合
３
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
球
磨
工

業
高
校
の
大
瀬
修
平
監
督
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
に
人
吉
市
体
協
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま
し

た
。

100年前にタイムスリップ
ノスタルジック人吉

　

人
吉
市
駅
前
を
１
０
０
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
、
明
治
時
代
の
人
吉

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
」

が
11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
の
女
将
た
ち
で
作

る
「
人
吉
温
泉
さ
く
ら
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
見
た
イ
ベ
ン
ト
を

参
考
に
企
画
開
催
し
た
も
の
で
、
エ
プ
ロ

ン
姿
の
メ
ン
バ
ー
が
駅
前
広
場
に
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｌ
人
吉
の
出
発
時
刻
に
は
、
山
高
帽

の
紳
士
、
袴
姿
の
女
学
生
や
書
生
風
に
変

身
し
た
市
民
が
ホ
ー
ム
に
現
れ
、
雰
囲
気

は
最
高
潮
に
。
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
す
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第二中学校 全国大会出場！
熊本県中学校駅伝大会（男子の部）優勝 　

11
月
17
日
に
、
天
草
市
で
開
催
さ
れ

た
熊
本
県
中
学
校
駅
伝
大
会
で
第
二
中

学
校
（
男
子
）
が
21
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、

12
月
19
日
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
県
レ
ベ
ル
の
選
手
が
４
人
そ
ろ
い
、

き
っ
ち
り
走
れ
た
」
と
監
督
の
久き

ゅ
う
ま間

章あ
き
ひ
ろ弘

先
生
は
勝
因
を
分
析
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
竹た

け
な
が長

健け
ん
と斗

君
は
「
全
員
が
エ
ー
ス

の
よ
う
に
走
れ
て
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

チ
ー
ム
。
全
国
で
も
上
位
を
目
指
す
」

と
や
る
気
満
々
。「
わ
き
あ
い
あ
い
し

す
ぎ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
締
め
る
と

き
は
き
っ
ち
り
締
め
る
」（
久
間
監
督

談
）
と
い
う
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
全
国
で

も
二
中
旋
風
を
巻
き
起
こ
せ
！

　

11
月
17
日
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

で
、
長
年
に
わ
た
り
企
業
を
支
え
な

が
ら
地
域
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
人
吉
市
商
工

業
優
良
従
業
員
１
人
、
人
吉
商
工
会
議

所
特
別
功
労
者
12
人
、
同
永
年
勤
続
従

業
員
72
人
の
計
85
人
。

　

表
彰
式
で
、
堤
正
博
商
工
会
議
所
会

頭
は
「
企
業
主
と
と
も
に
不
況
を
切
り

抜
け
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

表
彰
者
を
代
表
し
て
特
別
功
労
者
表
彰

を
受
け
た
藤
森
雄
一
郎
氏
（
勤
続
年
数

44
年
・
繊
月
酒
造
（
株
））
が
「
こ
れ

か
ら
も
人
吉
市
と
社
業
の
発
展
の
た
め

頑
張
り
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

左から、１区＝木村柾希、２区＝竹長健斗、
３区＝丸尾光輝、４区＝徳澄聖也、５区＝
下田武、６区＝中神恒也の６人（敬称略）
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↓点線に沿って切り取ってください

POST　CARD

お手数ですが

50 円切手を

お貼り下さい

8 6 0 18 6 8

　 ふりがな

年齢：　　　　　歳　　　　　性別：　男・女
ペンネームなど

電話番号

◆お名前 

◆ご住所 

　このポストカードは、前略
広報ひとよし様（P.23）のコー
ナーへのおたより（広報ひと
よしへの感想や人吉への思
い、身近な出来事など）にお
使い下さい。官製はがきや封
書、メールでのおたよりも大
歓迎です。お待ちしています。
メール：info@city.hitoyoshi.lg.jp

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

人吉市役所
　　秘書課
広報広聴係　行

（NO.2009.12）

少年・少女忍者でござる
相良藩寺子屋「相良忍者道場」

一足早い春を感じに
いぶすき菜の花キャンペーン隊来人

本が大好き、図書館大好き！
一日司書体験

　

11
月
14
日
に
人
吉
城
跡
で
、「
相
良

忍
者
道
場
」
が
あ
り
、
市
内
の
小
学
4

〜
６
年
生
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
忍

者
の
先
生
は
、
人
吉
が
生
ん
だ
剣
豪
・

丸ま
る
め
く
ら
ん
ど
の
す
け

目
蔵
人
佐
が
創
始
し
た
タ
イ
捨
流
劒け

ん

術
忍
法
第
14
代
師
範
の
西
島
淳
一
氏
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
黒
い
忍
者
装
束
を

身
に
ま
と
い
、
石
垣
登
り
や
弓
矢
、
手

裏
剣
、
歩
行
術
な
ど
の
忍
者
の
身
の
こ

な
し
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

道
場
終
了
後
に
は
参
加
者
全
員
に
少

年
相
良
忍
法
初
伝
目
録
が
手
渡
さ
れ
少

年
忍
者
た
ち
が
誕
生
。
参
加
し
た
男
の

子
は
「
石
垣
登
り
や
、
暗
い
所
で
の
歩

き
方
な
ど
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

災害発生に備えて
人吉下球磨消防組合屋内消火栓操法指導会

　

11
月
9
日
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

で
屋
内
消
火
栓
操
法
指
導
会
が
行
わ

れ
、
同
消
防
組
合
管
轄
内
の
屋
内
消
火

栓
設
備
の
義
務
設
置
事
業
所
の
う
ち
37

事
業
所
か
ら
、
男
子
29
チ
ー
ム
、
女
子

13
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
３
人
１
組
で
行
わ
れ
、
火
災

発
見
か
ら
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
の
あ

と
屋
内
消
火
栓
か
ら
の
放
水
で
前
方
の

３
つ
の
的
に
当
て
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。

　

大
会
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
き
た

各
事
業
所
代
表
チ
ー
ム
の
機
敏
な
動
き

に
会
場
か
ら
は
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。
優
勝
は
男
子
の
部
：
球
磨
村
役
場
、

女
子
の
部
：
錦
町
役
場
で
し
た
。

　

身
近
な
図
書
館
と
し
て
大
い
に
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
一
日
司
書
体
験
が
、
11
月
１
日
、
人

吉
市
図
書
館
で
あ
り
ま
し
た
。
午
前
９

時
に
山
本
政
義
図
書
館
長
か
ら
小
学
生

３
人
と
一
般
２
人
に
一
日
司
書
の
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
、館
内
を
見
学
し
た
後
、

さ
っ
そ
く
カ
ウ
ン
タ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
で

の
図
書
の
貸
し
出
し
業
務
を
体
験
。
一

般
の
司
書
体
験
で
は
、
本
の
受
け
入
れ

作
業
な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
小
学
生
の
保
護
者
は
、「
本
が
好
き

で
、
子
供
か
ら
積
極
的
に
体
験
し
た
い

と
言
い
出
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
っ
て
も
仕
事
を
す
る
と
い
う
体
験
を

さ
せ
た
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
鹿
児
島
県
指
宿
市
か
ら

1
月
に
開
催
さ
れ
る
い
ぶ
す
き
菜
の
花

マ
ラ
ソ
ン
と
マ
ー
チ
の
宣
伝
の
た
め
、

10
月
29
日
、
い
ぶ
す
き
花
の
女
王
の
大

久
保
要
美
さ
ん
な
ど
４
人
が
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
た
め
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
は
１
万
５
，
０
０
０
人
以
上

が
参
加
す
る
日
本
で
も
指
折
り
の
市
民

マ
ラ
ソ
ン
で
、来
年
1
月
10
日
に
開
催
。

ま
た
マ
ー
チ
は
自
分
の
体
力
に
あ
わ
せ

て
各
々
の
コ
ー
ス
を
歩
く
大
会
で
１
月

23
日
・
24
日
の
2
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

花
の
女
王
の
大
久
保
要
美
さ
ん
は
「
ひ

と
足
早
い
春
を
感
じ
に
、
指
宿
へ
お

じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
～
（
お
い
で
く
だ
さ

い
）」
と
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

市役所（代表）　☎22−２１１１　　カルチャーパレス　☎24−３３１０　　スポーツパレス　☎22−１６８８

水　道　局　☎22−５４９７　　保 健 セ ン タ ー　☎24−８４２０　　石 野 公 園　☎24−６７００

お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
現
在
で
登
録
し
た
選

挙
人
名
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
７
日
（
月
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
た
だ
し
、
土
・日
曜
日
は
守
衛
室
）

　

今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
の
は
、
次
の
要
件
に
す
べ

て
あ
て
は
ま
る
方
で
す
。

①
12
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上

の
日
本
国
民
で
あ
る
方

②
本
市
に
住
所
が
あ
る
方

③
平
成
21
年
９
月
１
日
ま
で
に
住

民
票
が
作
成
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き
続
き

3
か
月
以
上
本
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

〈
学
生
は
下
宿
や
寮
が
住
所
〉

　

就
学
中
の
学
生
は
、
下
宿
・
寮
・

ア
パ
ー
ト
な
ど
が
住
所
と
な
り
ま

す
。
住
所
の
異
動
届
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人
名
簿
が　

　

縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
載
は
１
月
10
日
ま
で

製
し
ま
す
。

　

次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
登
載

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
12
月
中
に
農
家
振
興
組
合
長
さ

ん
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

が
、
市
選
管
、
農
業
委
員
会
に
も

備
え
て
あ
り
ま
す
。

あ
て
は
ま
る
方　
市
内
に
住
所
を

有
し
、年
齢
が
20
歳
以
上
の
方（
平

成
2
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）
で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

（
業
務
を
営
む
）
し
て
い
る
方

② 

①
の
同
居
家
族
、
ま
た
は
配

偶
者
（
と
も
に
耕
作
に
従
事
す
る

日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

の
方
）

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

（
業
務
を
営
む
）
し
て
い
る
農
業

生
産
法
人

提
出
期
限　
平
成
22
年
１
月
10
日

（
日
）

提
出
先　
市
農
業
委
員
会

問
合
せ　
市
選
挙
管
理
委
員
会

14広報ひとよし　12月号



↓点線に沿って切り取ってください

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
く
ら
し
安
心
相
談
員
が
、
問

題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
市
民
課
く
ら
し
安

心
相
談
係

12
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布

２
㈬
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
）

３
㈭
心
配
事
相
談
所（
社
会
福
祉
協
議
会
）

4
㈮

５
㈯

６
㈰
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会（
Ｃ
Ｐ
）、

歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
（
Ｃ
Ｐ
）

７
㈪

８
㈫

９
㈬

10
㈭
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

11
㈮

12
㈯

13
㈰
人
吉
駅
伝
大
会

14
㈪
も
の
忘
れ
相
談
（
市
役
所
別
館
）

15
㈫
広
報
配
布
、
無
料
法
律
相
談
（
市

役
所
）

16
㈬

17
㈭

18
㈮
市
議
会
閉
会

19
㈯

20
㈰
軽
ト
ラ
ッ
ク
市

21
㈪

22
㈫
く
ら
し
の
相
談
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

23
㈬
天
皇
誕
生
日

24
㈭

25
㈮
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

26
㈯

27
㈰

28
㈪
官
公
庁
仕
事
納
め
、
年
末
特
別
警
戒

29
㈫

30
㈬

31
㈭

多
重
債
務

無
料
相
談
会

相　
　
談

期
日　
12
月
15
日
（
火
）

時
間　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分

場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
9
階
第
1
会
議
室

予
約
受
付　
12
月
7
日
（
月
）
〜

9
日
（
水
）

受
付
時
間　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分

予
約
先　
☎
０
１
２
０–

６
６
６–

２
１
５
（
予
約
期
間
中
の
み
の
予

約
専
用
電
話
）

主
催　
財
団
法
人
日
本
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

問
合
せ　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
市
民
課
く
ら
し
安
心
相
談
係
内
）

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

募　
　
集

パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９

　

12
月
12
日
（
土
）
と
13
日
（
日
）

に
、
熊
本
市
内
の
く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア
で
「
つ
な
げ
よ
う

仲
間　

広
げ
よ
う
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
を

開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
環
境
・

催 

し 

物

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
の
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

資
格　
保
護
者
が
人
吉
市
に
３
年

以
上
住
ん
で
い
る
方
で
、
大
学
・

専
門
学
校
・
高
等
学
校
に
在
学

中
、
ま
た
は
進
学
を
希
望
し
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
方
。
た
だ
し
、
日
本
学
生
支
援

機
構
な
ど
、
ほ
か
の
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

貸
与
月
額　
●
大
学
生
・
専
門
学

校
生
＝
国
・
公
立
３
０
，
０
０
０

円
、
私
立
４
０
，
０
０
０
円 

●
高

校
生
＝
国
・
公
立
１
０
，
０
０
０

円
、
私
立
２
０
，
０
０
０
円

貸
与
期
間　
学
校
の
正
規
の
就
学

期
間

返
済　
卒
業
１
年
後
か
ら
貸
与
期

間
の
２
倍
の
期
間
内
で
月
賦
償
還

受
付
期
間　
12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
28
日
（
月
）

問
合
せ　
市
教
育
総
務
課
総
務
係

平
成
22
年
度

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

次
の
各
項
に
該
当
さ
れ
る
世
帯

に
は
、
8
月
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
世
帯
に
お
い
て
は
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
世
帯　
①
年
度
内
に
75
歳
以

上
に
な
る
単
身
世
帯 
②
年
度
内

に
世
帯
員
全
員
が
75
歳
以
上
の
世

帯 

③
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
年

度
内
に
65
歳
以
上
に
な
る
単
身
世

帯 

④
年
度
内
に
世
帯
員
全
員
が

65
歳
以
上
で
、
世
帯
員
の
中
に
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る

世
帯 

⑤
住
民
票
上
で
は
な
く
生

活
の
実
態
が
①
〜
④
に
該
当
す
る

世
帯 

※
対
象
世
帯
の
条
件
に
⑤

を
追
加
し
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る

方
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切　
平
成
22
年
3
月
31
日

（
水
）

問
合
せ　
市
高
齢
者
支
援
課
介
護

予
防
係 高

齢
者
火
災
警
報
器

設
置
事
業
の
お
知
ら
せ

12
月
定
例
市
議
会　

　
　
　
映
像
生
中
継

　

市
議
会
会
期
中
は
、
各
校
区
の

コ
ミ
セ
ン
で
、
本
会
議
の
生
中
継

の
映
像
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
た
だ
し
、
コ
ミ
セ
ン
で

他
の
行
事
が
あ
る
場
合
は
、
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
）
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
議
会
の
映
像
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

会
場　
東
西
コ
ミ
セ
ン
、
東
間
コ
ミ

セ
ン
、
大
畑
コ
ミ
セ
ン
、
西
瀬
コ
ミ

セ
ン
、
中
原
コ
ミ
セ
ン

日
程　
【
開
会
】　
11
月
30
日（
月
）

【
一
般
質
問
】　
12
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　
　

  　
　

〜
10
日
（
木
）

【
閉
会
】　
12
月
18
日
（
金
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.hitoyoshi.

kum
am

oto.jp　

(

ク
イ
ッ
ク
ア
ク

セ
ス
⇒
議
会
中
継)

問
合
せ　
市
財
政
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係

　

宇
宙
を
旅
す
る
機
関
車
・
銀
河

鉄
道
９
９
９
号
に
、
突
然
ワ
ー
プ

で
乗
車
し
て
き
た
謎
め
い
た
女
性
・

エ
タ
ー
ナ
ル
。
滅
び
ゆ
く
星
の
す
べ

て
の
生
き
物
の
情
報
を
持
つ
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
の
彼
女
は
、
新
た
に
生

き
物
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
け
る
星

を
探
し
て
い
ま
し
た
。
故
郷
の
星

の
死
が
迫
る
中
、
彼
女
の
願
い
を

鉄
郎
や
メ
ー
テ
ル
は
叶
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

投
影
開
始　
12
月
5
日
（
土
）

投
影
時
間　
★
火
・
木
・
土
曜
日

＝
午
後
２
時
〜
、
日
曜
日
・
祝
日

＝
午
前
11
時
〜
・
午
後
２
時
〜

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
の
番
組

銀
河
鉄
道
９ス

リ
ー
ナ
イ
ン

９
９
〜
消
え
た
太
陽
系
〜

※
団
体
・
学
習
投
影
は
、
内
容
な

ど
を
含
め
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

観
覧
料　

大
人
・
高
校
生
＝

２
１
０
円
、
小
・
中
学
生
＝

１
０
０
円
、
未
就
学
児
＝
無
料

問
合
せ　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
（
☎
㉔
３
３
１
１
）

熊
本
県
最
低
賃
金　
時
間
額

６
３
０
円

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
も
含
む
）
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て

は
派
遣
先
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ

て
い
る
最
低
賃
金
が
適
用
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
賃

金
室
（
☎
０
９
６–

３
５
５–

３
２
０
２
）

熊
本
県
の
最
低
賃
金
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

人
吉
高
校
の
図
書
館
は
、
平
成

15
年
か
ら
地
域
の
方
々
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
読

書
や
調
べ
物
な
ど
、
お
気
軽
に
図

書
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時　
※
学
校
行
事

な
ど
で
利
用
で
き
な
い
と
き
が
あ

地
域
の
方
へ
の

図
書
館
利
用
案
内

り
ま
す
。

　

本
を
借
り
る
と
き
に
は
、
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
人
吉
高
等
学
校
（
☎
㉒

２
２
６
１
）

ひ
な
ま
つ
り
＆
干え

と支
に

ち
な
ん
だ
作
品
募
集

　

応
募
作
品
は
石
野
公
園
内
に
展

示
さ
れ
、
展
示
期
間
中
、
来
園
者

に
よ
る
人
気
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

投
票
数
の
多
い
上
位
５
作
品
は

主
催
者
側
で
購
入
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
上
位
５
作
品
に
投
票
し
て
い

た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
１

人
ず
つ
に
作
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
資
格　
く
ま
が
わ
工
房
会
会

員
、
な
ら
び
に
会
員
が
推
薦
す
る

人
吉
球
磨
在
住
の
工
芸
家

募
集
内
容　
「
ひ
な
ま
つ
り
」
か

「
干
支
」
に
ち
な
ん
だ
作
品
で
、

１
人
３
点
ま
で
と
し
、
必
ず
１
作

品
に
つ
き
１
枚
に
①
作
品
名 

②
作

家
（
工
房
）
名 

③
住
所 

④
作
品

の
説
明 

⑤
希
望
価
格
（
上
限
５
，

０
０
０
円
）
を
明
記
し
た
用
紙
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
作
品
は
長

期
展
示
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
に
限

り
ま
す
）

募
集
締
切　
平
成
22
年
１
月
29
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で

展
示
期
間　
平
成
22
年
２
月
１
日

（
月
）
〜
３
月
31
日
（
水
）

問
合
せ　
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野

公
園
（
☎
㉒
６
７
０
０
）

試　
　
験

　

職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、「
人

事
・
人
材
開
発
・
労
務
管
理
」
か

ら
「
経
営
戦
略
」
ま
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を
網
羅
し
、
国

平
成
21
年
度　
後
期

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

の
定
め
る
職
業
能
力
評
価
基
準
に

準
拠
し
た
唯
一
の
公
的
資
格
試
験

と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検

定
試
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

後
期
試
験
分
野　
労
務
管
理
、
人

事
・
人
材
開
発
、
総
務
、
経
理
、

財
務
管
理
、
営
業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
企
業
法
務
、
経
営
戦
略
、

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
、
生
産
管
理

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

受
験
資
格　
年
齢
や
実
務
経
験
に

関
係
な
く
誰
で
も
受
験
で
き
ま
す

受
付
期
間　
12
月
14
日
（
月
）

〜
平
成
22
年
１
月
19
日
（
火
）

試
験
日　

平
成
22
年
３
月
7
日

（
日
）

資
料
請
求
・
問
合
せ　

熊
本
県

職
業
能
力
開
発
協
会 

総
務
・
開

発
振
興
課
（
☎
０
９
６–

３
８
４–

１
７
１
１
）

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w

w.bc.javada.or.jp

健
康
・
国
際
理
解
・
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
い
て
社
会
貢
献
活
動

な
ど
を
さ
れ
て
い
る
35
団
体
に
よ

る
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
・

体
験
学
習
な
ど
、
楽
し
く
て
役
に

立
つ
も
の
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
お
誘
い
の
う
え
、
パ
レ
ア
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
県
く
ま
も
と
県

民
交
流
館
パ
レ
ア 

生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６–

３
５
５–

４
３
１
２
）
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わ
し
長
毎
が
シ
リ
ー
ズ
で
人
吉
を
紹
介
す
る
ぞ
。

相
さ が ら

良 長
ながつね

毎公
豊臣秀吉から球

磨郡の領地を許

され、本格的な

城（石垣造りの

城）造りにとり

かかった第二十

代当主。

長
毎
公
の

人
吉
め
ぐ
り

巻
の
十
八 ―

岩
屋
熊
野
座
神
社―

（
そ
の
二
「
国
指
定
の
理
由
」）

　

岩
屋
さ
ん
の
長
い
参
道
を
抜
け
る
と

見
え
て
く
る
境
内
。
そ
の
魅
力
を
今
回

は
伝
え
た
い
と
思
う
。

　

岩
屋
さ
ん
は
、
正
面
か
ら
拝は
い
で
ん殿
・
廊ろ
う

・

覆お
お
い
や屋
と
い
う
Ｈ
型
の
配
置
を
し
て
お
り
、

覆
屋
の
中
に
は
、
見み
せ
だ
な
づ
く
り

世
棚
造
の
本
殿
が

三
つ
収
め
ら
れ
と
る
。
覆
屋
の
中
に
三

つ
の
本
殿
…
ど
う
じ
ゃ
珍
し
い
と
思
わ

ぬ
か
？

　

岩
屋
さ
ん
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

な
っ
て
お
る
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

ど
れ
、
詳
し
く
本
殿
を
見
て
い
く
ぞ
。

　

三
つ
の
本
殿
は
正
面
左
か
ら
『
右
殿
』、

『
中
央
殿
』、『
左
殿
』
と
い
い
、
ど
れ

も
覆
屋
に
収
め
ら
れ
て
い
た
お
か
げ
で

保
存
状
態
が
非
常
に
良
い
。
嘴
く
ち
ば
し
じ
ょ
う

状
に

長
く
伸
び
た
独
特
の
形
式
の
頭

か
し
ら
ぬ
き貫

木き
ば
な鼻

や
、
中
央
殿
の
透
す
か
し
ぼ
り
彫
で
優
美
な
輪
郭
を

持
つ
蟇

か
え
る
ま
た

股
は
十
六
世
紀
の
遺
構
に
多
い

形
式
じ
ゃ
。
ま
た
、
全
体
が
黒
塗
で
渦

に
弁べ
ん
が
ら柄
（
赤
）
を
さ
す
の
は
珍
し
い
。

　

見
て
わ
か
る
と
思
う
が
、
な
か
な
か

き
れ
い
に
残
っ
て
お
る
じ
ゃ
ろ
？

　

今
ま
で
大
規
模
な
修
理
を
要
れ
ず
に

こ
こ
ま
で
き
れ
い
に
残
っ
て
お
る
の
は
、

や
は
り
当
時
の
大
工
の
腕
と
、
代
々
岩

屋
さ
ん
を
守
り
続
け
て
き
た
地
域
の
人

た
ち
の
お
か
げ
じ
ゃ
な
。

　

十
六
世
紀
の
も
の
が
、
現
代
に
非
常

に
良
い
状
態
で
残
っ
て
い
る
…
こ
れ
が
、

岩
屋
熊
野
座
神
社
が
国
指
定
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
最
大
の
理
由

じ
ゃ
。

★
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
指
導
者　

坂さ
か
も
と
つ
と
む

本
勉
さ
ん
・
赤あ

か
い
け
け
ん
じ
ろ
う

池
憲
二
郎
さ
ん
・
久ひ

さ
も
と
て
い
じ

本
禎
二
さ
ん

　

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
で

は
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
す

ば
や
さ
の
発
達
を
考
え
た

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
に

時
間
を
か
け
、
遊
び
な
が

ら
楽
し
く
体
力
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
4
〜
5
歳
の
幼

児
に
は
、
親
子
参
加
型
の

メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
込
ん
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

野
球
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
共
通

の
基
礎
体
力
づ
く
り
を
行
う
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

★11月の　　
　　新刊から★

市図書館
（☎㉔３５１8）

わが家の１か条 〜家庭教育の大切さを再確認〜

西さんちの１か条

毎日の元気は「早寝、早起き、朝ごはん」

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は
樫
（
か
し
）、

「
ラ
ッ
ソ
」
は
絆
（
き
ず
な
）
と
い
う
意
味
で
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
愛
好
す
る
人
々
が

自
由
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
会
員
制
の
ク

ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

今
月
は
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
教
室
」
紹
介
で
す

　
＊
12
月
の
休
館
日
は
、
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
〜
31
日
で
す
。

ほりかわ　りまこ 著

《児童》
権
ごんだいなごん

大納言とおどるきのこ

　
警
察
犬
と
し
て
は
、小
さ
す
ぎ
て
「
失
格
」
と
な
っ

た
小
犬
と
、
亡
き
父
と
同
じ
訓
練
士
を
目
指
し
訓
練

所
に
見
習
い
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
杏
子
、
厳
し

い
訓
練
所
で
の
生
活
の
な
か
で
、
深
い
キ
ズ
ナ
が
う
ま

れ
て
い
く
。
２
０
１
０
年
公
開
映
画
の
原
作
で
す
。

　
く
い
し
ん
ぼ
う
な
う
え
に
、
と
て
も
こ
わ
が
り
で
有

名
な
権
大
納
言
と
、
ふ
し
ぎ
な
力
を
も
っ
た
と
も
だ

ち
の
陰お

ん
み
ょ
う
じ

陽
師
、
あ
る
日
、
権
大
納
言
は
、
山
で
ふ
し

ぎ
な
き
の
こ
を
手
に
い
れ
ま
し
た
。

　
説
話
集
「
今

こ
ん
じ
ゃ
く昔

物
語
集
」
を
絵
本
化
さ
れ
た
も
の

で
す
。

《一般》きなこ
〜夢をおいかける犬〜

西さん兄妹（中神町）

　わが家は、やさしいお兄ちゃんとお手伝い上手な妹の2人兄妹です。

　決まり事というのは、とくにないのですが…。

今、がんばっていることは、「早寝、早起き、朝ごはん」です。順調

にできているので 1日を元気に過ごすためにも、この調子で続けて

いけるようにがんばります。

市社会教育課
Vol. 6

ブログ　http://hitoyoshi-club.net/cl

第17 回

百
も も せ

瀬　しのぶ 著

人生 泣いて 笑って

　玄海 竜二　特別公演

カルチャーパレス自主文化事業　 

　〜大衆演劇界一の花形役者・玄海竜二が舞って魅せます。男の心意気！〜

と　き　平成 22 年 1 月 23 日（土）
ところ　カルチャーパレス大ホール
時　間　【昼の部】　開場＝ 12：30　開演＝ 13：00
　　　　【夜の部】　開場＝ 17：30　開演＝ 18：00
入場料　〔全席自由〕
　　　　一般（65歳未満）１，５００円（当日２，０００円）
　　　　65 歳以上　　　　１，３００円（当日１，８００円）
　　　　小・中学生　　　　　５００円（前売り、当日とも同額）
チケット販売　カルチャーパレス、ブックスミスミ、明屋書店、老人趣味の家、
　　　　　　　校区コミセン
問合せ　カルチャーパレス（☎２４–３３１１）

頭貫木鼻

（左）右殿、（右）中央殿

蟇股（中央殿）
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接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
目
安

10月 11月 12月 1月 2月 3月

歯
周
病
は
心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
が

歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」

第
49
回

市保健センター

人吉市
歯科医師会

　

歯
周
病
に
な
る
と
、
そ
の
原
因

と
な
る
細
菌
が
血
液
中
に
入
り
、

心
臓
な
ど
に
感
染
を
ひ
き
お
こ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
の
内
膜
や
弁
膜
に
障
害
の

あ
る
方
に
み
ら
れ
る
細
菌
性
心
内
膜
炎
は
、
そ
の
原
因
の
ほ

と
ん
ど
が
口
の
中
に
い
る
細
菌
で
す
の
で
、
予
防
に
は
口
の

中
を
清
潔
に
保
つ
ケ
ア
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
歯
周
病
の
原
因
菌
が
心
臓
を
と
り
巻
く
冠
動
脈
に

感
染
す
る
と
、
毒
素
や
炎
症
を
ひ
き
お
こ
す
物
質
が
血
栓
を

起
こ
し
や
す
く
し
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪

が
高
め
の
方
は
、
歯
周
病
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
治
療
し
、

心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
遠
ざ
け
た
い
も
の
で
す
。

危険因子の保有数

発
症
リ
ス
ク

この中のうちどれか１つで
も高いと、心臓病のリス
クは５倍に、２つ重なると
10倍に上昇します。歯周
病はさらにリスクを高める
可能性があります。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が　
　

　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た

　

人
吉
市
で
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
11
月
中

旬
か
ら
妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
が
あ

る
方
な
ど
優
先
対
象
者
の
方
か
ら
予

防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
や
妊
婦
な
ど
の
成
人
の

方
の
接
種
回
数
が
１
回
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
１
歳
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
の
接
種
が
前
倒
し

に
な
り
、
12
月
上
旬
に
は
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
人
吉
市
で
は
下
記
の
と

お
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
人
吉
市
に
住
民
票
の
あ

る
方
で
、
左
ペ
ー
ジ
の
表
に
該
当

す
る
方

接
種
費
用
（
全
国
一
律
）

１
回
目
＝
３
，
６
０
０
円

２
回
目
＝
２
，
５
５
０
円

※
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関
で

接
種
す
る
場
合
＝
３
，
６
０
０
円

接
種
補
助
全
額　
１
回
あ
た
り

１
，
０
０
０
円
（
い
っ
た
ん
、
接
種
医

療
機
関
で
全
額
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

手
続
方
法　
接
種
後
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の　
領
収
書
、
接
種
証

明
書
、
印
鑑
、
口
座
番
号
（
口
座

が
郵
便
局
の
場
合
は
、
必
ず
手
続

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
接
種
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

保
護
者
口
座
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

本
人
名
義
の
口
座
以
外
の
場
合

は
、「
委
任
状
」
と
「
委
任
者
と

受
任
者
の
印
鑑
」
が
必
要
で
す
。

申
請
締
切　
接
種
し
た
翌
月
の
月

末
ま
で
（
平
成
22
年
３
月
に
接
種

し
た
方
は
、
３
月
末
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
２
回
接
種
の
方
は
、
２
回
目
の

翌
月
末
ま
で
に
、
ま
と
め
て
申
請

可
能
で
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

政
策
係

優先対象者と医療機関での窓口提示書類一覧
対 象 者 医療機関での窓口提示書類

最
優
先
対
象
者

①妊婦 「母子健康手帳」

②基礎疾患のある方
「優先接種対象者証明書」（かかりつけ医で発行を受けてください）
※かかりつけ医で接種する場合は必要ありません。

③１歳～小学３年生 「母子健康手帳」、「保険証」などの年齢が確認できるもの
④１歳未満の子の保護者 「母子健康手帳」と「保険証」または「住民票」

そ
の
ほ
か

⑤小学校高学年、中学生、高校生に相当する年齢の方 「保険証」、「学生証」、「住民票」などの年齢が確認できるもの
⑥65歳以上の方 「保険証」、「運転免許証」、「住民票」などの年齢が確認できるもの

新型インフルエンザワクチン接種
受託医療機関一覧
医 療 機 関 電話番号

愛甲産婦人科ひふ科医院 ㉒４０２０
愛甲やすらぎ医院 ㉒８４６９
有島耳鼻咽喉科医院 ㉔２２００
伊津野医院 ㉒３０６６
しらおく内科クリニック ㉕１５５０
田中医院 ㉔６１２７
田中クリニック ㉒７２２２
外山胃腸病院 ㉒３２２１
外山病院 ㉒６８７８
外山内科（二日町） ㉒２００３
ひとよし内科 ㉔１２１１
光永医院 ㉒２３６６
みのだ内科循環器科 ㉘３１１１
やまぐちマタニティ ㉔２７３８

※10月20日現在

※優先対象者の方は、かかりつけ医に相談されてから、かかりつけ医で接種を受けてください。
　なお、かかりつけ医が接種医療機関でない場合は、上記の医療機関で接種することができます。

補助の対象者
医療従事者
妊婦
基礎疾患のある方（最優先）
基礎疾患のある方のうち
○１歳から小学校３年生の方
○特に重症化のリスクが高い方として、一定の基準に該当すると
　医師が判断した方

基礎疾患のある方（そのほか）
１歳児〜就学前の小児
小学校１〜３年生
１歳未満児の保護者など
１歳未満児の保護者以外に、優先接種対象者のうち、身体上の
理由により予防接種が受けられない方の保護者などを含む

小学校４〜６年生
中学生
高校生
65歳以上の方

新型インフルエンザワクチンの接種スケジュール（11月13日改定）
医療従事者

妊婦

基礎疾患を有する方 （々そのほか）

1歳未満児の保護者など

中学生、高校生、65歳以上の方

小学4〜6年生

国内産ワクチン

輸入ワクチン

1歳児

2歳〜就学前の小児

小学1〜3年生

11月19日

12月3日

12月3日

基礎疾患を有する方 （々最優先）
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医療のお話し市長の部屋

今月のドクター

　

春
の
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
に
続

き
、
秋
の
「
ジ
ュ
グ
博
」
も
さ
ら
に

内
容
が
充
実
し
て
、
成
功
裡
に
終
わ

り
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
官
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
素
晴
ら
し
さ

を
、
ま
た
市
民
の
皆
様
方
の
パ
ワ
ー

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
感
激
ひ
と

し
お
で
す
。
新
し
く
、「
じ
ゅ
ぐ
り
っ

と
マ
ー
チ
」
な
ど
が
始
ま
り
ま
し
た

し
、
九
日
町
で
は
、「
軽
ト
ラ
」
市

が
盛
況
で
し
た
。
す
べ
て
の
行
事
の

盛
り
上
が
り
が
、
大
き
な
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
、
本
当
に
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
幹
線
全
線
開
業
ま
で
、

あ
と
1
年
と
4
か
月
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
23
年
3
月
の
開
業
を
目
指

し
て
、
九
州
は
も
と
よ
り
、
関
東
、

関
西
、
全
国
、
ア
ジ
ア
の
お
客
様
の

受
け
入
れ
体
勢
を
ご
一
緒
に
整
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
先
手
あ
い
さ
つ
、
明
る

い
笑
顔
、
雨
に
困
っ
て
い
る
人
に
傘

一
本
、
お
客
様
に
お
茶
一
杯
運
動
を

進
め
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
、
く
ま
1
、
く
ま

2
、
球
磨
川
下
り
の
船
に
は
、
ご
一

緒
に
手
を
振
る
な
ど
、
お
も
て
な
し

の
心
を
大
切
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

人
吉
の
町
と
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

早
い
も
の
で
す
。
も
う
歳
末
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
一
年
、
ご
支
援
、

ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
良
い
お
年
を
お

と
り
く
だ
さ
い
。

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

近
年
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

や
寝
た
き
り
に
な
る
人
が
急
速
に

増
え
て
い
ま
す
。
要
介
護
や
寝
た

き
り
に
な
る
原
因
に
は
、
脳
卒
中

や
認
知
症
が
あ
り
ま
す
が
、
約
4

人
に
1
人
は
、
関
節
の
痛
み
や
骨

折
な
ど
に
よ
る
骨
、
関
節
、
筋
肉

と
い
っ
た
、
体
を
動
か
す
仕
組
み

で
あ
る
運
動
器
の
障
害
が
原
因
で

す
。

　

こ
の
運
動
器
で
あ
る
足
腰
の
働

き
が
衰
え
て
き
た
状
態
が
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
す
。

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
略
し
て
ロ
コ
モ
と
呼
ば
れ
、

日
本
語
に
す
る
と
運
動
器
症
候
群

と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
骨
・

関
節
・
筋
肉
と
い
っ
た
運
動
器
の

機
能
が
衰
え
る
こ
と
に
よ
り
、
日

常
生
活
で
の
自
立
度
が
低
下
し
て
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
寝
た

き
り
に
な
る
可
能
性
の
高
い
状
態

で
す
。

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か

ど
う
か
を
確
か
め
る
方
法
と
し
て

は
、
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、

略
し
て
、
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま

す
。
表–

1
の
5
項
目
の
う
ち
1

項
目
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
す
。

　
「
階
段
を
上
れ
な
い
」、「
筋
肉

量
が
少
な
い
」、「
よ
く
転
ぶ
」
と

い
っ
た
場
合
は
、
自
立
度
が
低
下

し
て
お
り
、
要
介
護
や
寝
た
き
り

に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま

す
。
こ
う
し
た
自
立
度
の
低
下
は
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
比
較
的
若
い

人
で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

足
腰
が
弱
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
動

か
さ
な
い
で
い
る
と
、
下
肢
の
機

能
は
ま
す
ま
す
衰
え
て
い
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
転
倒
の
危
険
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
や
進
行
防
止
に
は
、
全
身
の

状
態
に
合
わ
せ
た
適
度
な
運
動
で

あ
る
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
略
称
ロ
コ
ト
レ
）
が
必
要
で
す
。

　

ロ
コ
ト
レ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
主
と
な
る

も
の
は
、
片
脚
立
ち
と
ス
ク
ワ
ッ

ト
の
２
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
運
動

は
、
毎
日
続
け
て
行
う
の
が
基
本

で
す
が
、
無
理
を
せ
ず
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
治
療
中
の
病
気
や
ケ
ガ

が
あ
っ
た
り
、
体
調
に
不
安
が
あ

る
と
き
は
、
ま
ず
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

筋
肉
や
骨
は
、
運
動
で
適
切
な

負
荷
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
何

歳
に
な
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
鍛
え

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
立
て
る
、

歩
け
る
、転
ば
な
い
よ
う
な
、筋
力
・

バ
ラ
ン
ス
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブシン

ド
ロ
ー
ム

人吉医師会 理事　三浦 広典

大平 響さん（左）、宮田 洋充さん（右）
くま川鉄道（株）

『一つひとつがん
ばっていきたいで
す。』（大平さん）
『一生懸命がんばり
ます。』（宮田さん）

　
１
０
０
年
前
の
人
吉
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
素
敵
な
笑

顔
も
そ
の
ま
ま
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
」

の
一
コ
マ
で
す
。

表–

１　
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い　

②
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た

り
す
る　

③
階
段
を
上
が
る
の
に
手

す
り
が
必
要　

④
横
断
歩
道
を
青

信
号
で
渡
り
き
れ
な
い　

⑤
15
分
く

ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

②
ス
ク
ワ
ッ
ト

ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

①
片
脚
立
ち

あ
ふ
れ
る
笑
顔

取
材
先
で
こ
ん
に
ち
は

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら

の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

広
報
ひ
と
よ
し
、
い
つ
も
楽

し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
つ
ね
日
ご
ろ
思
う

こ
と
・・・
若
者
が
人
吉
に
残
っ

て
働
け
る
町
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
我
が
家
の
子
ど
も
も
ま
だ

小
学
生
で
す
が
、
み
ん
な
あ
た

り
前
の
よ
う
に
、
出
て
い
っ
て

ほ
し
く
な
い
で
す
。

　
空
き
家
も
多
く
見
ら
れ
、
さ

み
し
く
思
い
ま
す
。

　

将
来
の
人
吉
、
若
者
で
あ

ふ
れ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
で

す
・
・
・
。
過
疎
化
は
仕
方
の

な
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
吉
市
在
住　
Ｋ
子

●

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
若
者
で
あ
ふ
れ
る
人
吉

の
町
で
あ
り
た
い
。
本
当
に
そ

う
で
す
ね
。
市
民
の
皆
様
と
行

政
と
が
一
体
と
な
っ
て
少
し
ず
つ

で
も
、
若
者
が
集
え
る
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

前
略広

報
ひ
と
よ
し
様

本人確認のため身分証明書を

お持ちください

市民環境課・税務課・納税課の窓口

で、証明書などを交付請求される際

は『本人確認』を行っておりますので、

運転免許証などの身分証明書をお持ち

ください。

問合せ　　市　民　課

　　　　　税　務　課

　　　　　納　税　課

市役所開庁延長日

■開庁時間　午後７時まで

■対象窓口　庁舎１階下記の課

※�一部取り扱えない業務がありま

す。不明な点は事前に担当課まで

お問い合わせください。

毎週月曜日と木曜日
（休日の場合は実施しません）

◆ 市　 民 　課　◆福祉課

◆高齢者支援課　◆税務課

◆ 保 険 年 金 課　◆納税課

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。
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つくね汁

　国宝青井阿蘇神社奉納演
奏　菊の舞の一コマ。かわ
いい仕草にシャッターの嵐。
そして、大人に混じっての子
どもの歌・鳴り物が会場を
沸かせました。

菊娘・菊の舞
（11/15・青井阿蘇神社）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
21
年
12
月
号
　
第
９
０
４
号

編
集
後
記

　

車
で
通
勤
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
１
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。「
無
事
に
過
ご
せ
ま

し
た
！
」
と
胸
を
は
っ
て
言

え
た
ら
い
い
の
で
す
が
、
実

際
は
岩
に
ぶ
つ
け
た
り
、
脱

輪
し
た
り
と
不
安
な
目
に

…
。

　

そ
れ
で
も
慎
重
に
運
転
し

て
、
小
道
も
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

岩
に
ぶ
つ
け
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
家
族
や
知
人
に

は
、「
も
う
ぶ
つ
け
て
な
い

の
？
」と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
「
１
回
ぶ
つ
け
た
か
ら
怖

く
な
い
！
」
と
は
小
心
者
な

の
で
言
え
ま
せ
ん
が
…
安
全

運
転
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！　
　
　
　
　
（
か
す
み
）

編
集
室
か
ら

　

初
冬
の
季
節
に
な
る
と
、
ダ

イ
ズ
も
収
穫
の
季
節
を
迎
え
ま

す
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
刈

り
取
っ
た
ダ
イ
ズ
を
、
庭
先
に
む

し
ろ
を
敷
い
た
う
え
に
立
て
て
干

し
、
２
、３
日
乾
か
し
、
そ
の
後
、

棒
の
先
に
竹
と
つ
づ
ら
で
編
ん
だ

板
状
の
も
の
を
く
る
く
る
と
回
し

な
が
ら
、
実
を
落
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
回
る
音
が
と
て
も
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
聞
こ
え
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
当
時
は
、
魚
が
唯
一の
タ
ン

パ
ク
源
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。そ
う
し
た
中
で
母
が
よ
く
作
っ

て
く
れ
た
の
が
、
ダ
イ
ズ
の
カ
リ
カ

リ
揚
げ
で
す
。
ダ
イ
ズ
は
畑
の
お

肉
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
高
タ
ン
パ

ク
質
で
す
。
揚
げ
た
て
は
風
味
が

よ
く
、
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　

今
、
私
は
農
家
民
宿
を
し
て
い

ま
す
が
、
都
会
か
ら
の
お
客
様
を

お
も
て
な
し
す
る
献
立
の
中
で
こ

の
ダ
イ
ズ
の
カ
リ
カ
リ
揚
げ
も
提

供
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ダイズのカリカリ揚げ

グリーンツーリズム推進協議会 会長

上
う わ い

井 信子さん

作った人

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

❶スピードカッターにダイズを入れ、みじん切りにする。❷すり鉢に移して、

すりこぎでする（より細かい状態にする）。❸②の中に、みじん切りにしたタ

マネギ、ニンジン、ネギを入れる。❹さらに、塩、洋ゴショウ、タマゴ、片栗

粉を入れ混ぜる。❺ひと握り弱の大きさで揚げる。（油に入れる時は、高めの

温度で入れて、固まったら中火にしてキツネ色になるまでじっくり揚げる。）

ダイズ〈１晩水につけたもの〉（1合）／タマネギ（中1個）／ニンジン（中1本）

／ネギまたはニラ（色どりとして）／タマゴ（1個）／片栗粉（大さじ2）／塩（小

さじ1弱）／洋ゴショウ（少々）

【材　料】
（4人分）

【作り方】

レシピ
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